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中国におけるスマート・ツーリズムの展開と特徴 
















Abstract: While smart tourism (hereinafter referred to as ST) has attracted 
worldwide attention, research on ST has been conducted since 2010 mainly in 
advanced tourism nations represented by Europe and the United States. The 
concept and structure discussed in these studies are not necessarily applicable to 
emerging tourism countries. In this paper, we analyze the development process of 
and academic research on ST in China, where mass tourism and personalized travel 
are pervasive at the same time. Through comparison with Western countries, the 
Chinese ST highlights characteristic such as government-led, emphasis on 
governance, and the lack of perspective on residents. 



















フォンや SNS の普及により、中国の観光地では欧米の観光先進国の観光地と同様に、ICT 技
術の積極的な導入が見られる。中国インターネット協会の統計によると、2018 年に中国の
インターネットユーザーは 8.29 億に達し、携帯電話経由の接続はユーザー全体の 97.5％を
占めている（中国インターネット協会 2019）。観光分野での情報化を国の重点政策として
推進され、2014 年を「智慧旅遊年（スマートツーリズムの年）」に決定したのに至ったのだ。 





以下、まず ST の概念や内容、期待される効果について説明する。次に、IT 技術の観光活
用を積極的に導入してきた欧米の観光先進国に注目し、ST 発展の背景と研究動向を整理す
る。そして中国における ST の展開過程と研究動向について考察を加えたうえで、最後に中
国 ST の特徴と今後の研究課題について考える。 
 
2．ST とは 
ST という概念は、スマートシティから由来したとされる。スマートシティは 2010 年前後
に社会に浸透しはじめた概念で、環境やエネルギー、交通、教育などの諸分野において ICT
技術を利活用し、経済発展とともに都市内部の渋滞問題の解消や公共サービスの完備、環境
問題の解決などに繋げると構想される(Gretzel, Sigala, et al. 2015)。スマートシティの推進は
住民の生活の質的向上を最終目的とするが、観光者を対象とする ST の発展はスマートシテ
ィの推進状況に依拠しているとされている(Boes, Buhalis, and Inversini 2015)。 
観光分野において、1990 年代から 2000 初頭にかけて Web 利用をベースとした情報や予
約サービスの提供がすでに行われたが、これは一般的に e-tourism と呼ばれている。e-tourism 
は、旅行前の計画・予約段階で情報を提供することがメインで、観光情報のデジタル化と効
率性が重要視される。それに対して、ST は以下 3 つの特徴が見られる。すなわち、①情報
伝達における携帯端末の利用、②SNS などを経由して観光者と観光サービスの提供者、観
光者間の情報共有の活発化、③公的機関や観光事業者、IT 技術、研究者などの多様なステ











図 1 スマートツーリズムの５つのレイヤーと構成要素 
出所：(Gretzel, Ham, and Koo 2018)の図 12.1 に基づき、筆者加筆作成 
 
3．観光先進国における ST  
3.1 欧米における ST への注目 











な事例地といえる(Boes, Buhalis, and Inversini 2015)。これらの観光地では、観光地経営とい
う視点から、技術の導入による既有観光地の更新や観光者との協働で新しい旅行体験の提
案、データに基づく経営戦略の策定が企図されている(Leung et al. 2013; Li et al. 2017)。 
また、観光先進国では個々の都市あるいは観光地管理組織（DMO）によって展開される
ケースが多くみられ、国レベルで ST を観光戦略の中心に据えて推進するところは少ない(Li 
et al. 2017; Gretzel 2019)。1) 
 
3.2 英語圏における ST の関連研究 
1994 年にオーストリアで開催された初回 ENTER 大会の開催が IT 技術と観光に関する研
究の幕開けとされる(Buhalis and Law 2008)。ST の発展がもたらした上述の社会的変容に対
し、2010 年代以降経営学、メディア学、社会学といった学問分野から研究関心が集まって
いる。ST をめぐる初期の議論の多くは、観光産業が成熟し余暇文化が定着した観光先進国
の取り組み事例を取り上げている。Law, Buhalis ら（2014）は、2009 年〜2013 年の間で発表




2010 年以降の ST 研究はテーマが多岐にわたり、IT 技術の活用方法や観光地の持続的発
展に寄与する ST の形態といった ST をめぐる基礎的研究のほか、ST のある側面や特定な地
域、業界に焦点を当てる調査研究も存在する。例えば、観光地の経営と管理におけるソーシ
ャルメディアの活用(Leung et al. 2013; Mariani, Di Felice, and Mura 2016; Park et al. 2016)、観
光者側と観光地側による価値共創の仕組み(Buonincontri and Micera 2016)、ST 観光者の観光
行動パターン(Huang et al. 2017; Jansson 2018)、IT 技術による旅行体験の増強(Neuhofer, 
Buhalis, and Ladkin 2014)、ST の導入の効果の検証(Femenia-Serra and Ivars-Baidal 2018)などに
ついて議論が行われている。 
ST 推進の課題として、旅行体験のパーソナライゼーションや膨大なデータの活用方法、
ステークホルダー間の情報共有が観光地に求められると指摘される (Buhalis and 









らに促され、「時間と空間の圧縮」が加速しつつあると示唆される(Urry and Larsen 2011; 
MacKay and Vogt 2012) 。 
 
4．中国における ST の展開と研究動向 


















江蘇省蘇州市、南京市、安徽省黄山市といった省・市において、STD の確立を目指す ST 推
進戦略が策定され、無線 WIFI 環境の整備やデータセンターの建設、観光者向け観光情報セ
ンターと予約サービスの拡充などハード面が中心となって進められた。 
2012年には、中国国家旅游局 3)によって ST実験都市と ST の実験観光地の選定が行われ、
1 回目の指定では 18 の都市と 22 か所の観光地が入選した。2013 年に 2 回目の ST 実験都市
の指定が行われ、15 の都市が追加された。国による ST 推進の機運に乗じて、BAT（Baidu、
Alibaba、Tencent）をはじめ、中国の IT 企業は観光地との連携を通し ST 市場に参入し、独
自の観光オンラインサービスを発足させるようになった(Cheng 2018)。 
40 
中国各地域で ST の推進成果に基づき、中国国家旅游局は 2014 年の観光テーマを「2014
智慧旅游年」と決定した。同年 8 月、中国国務院は「国務院が旅行業の改革発展の促進に関





ータの集積の 5 つの機能から構成される。 











企業や IT 企業は観光行政や観光地と連携し、ST の事業に参入し新規ビジネスを展開するよ
うになったのだ。 
 
4.2 中国 ST に関する研究動向 
中国各地で活発な展開を見せた ST について、2011 年から学術的研究が増加してきた。特






















Zhang, Wang らは、1994 年〜2015 年まで中国の論文データベース、CINI から中国 ST に




ずれの段階においても「国家旅遊局」というキーワードが高い頻度で出ている(Zhang et al. 
2016)。 
一方、李・胡ら（2014）は、中国国内研究者による ST の定義と研究関心を以下 7 つの論






よる ST の定義は存在する。しかし現状では、ST 推進は中国政府がイニシアティブをとっ




サービス・ドミナント・ロジック 5）という観点から分析している。中国における ST の取組
みは、観光者の旅行体験の向上、観光者と観光地とのコミュニケーションの促進、観光地競























に転換する必要があるという(Zhu, Zhang, and Li 2014)。中国の観光現状と ST の展開過程を
合わせて考えると、国内観光市場の急成長と観光地間の競争の激化に直面している中国観






















自地域の実情に合わせて ST に必要な技術要素を取り入れている。 
また、本稿で情報データベースを利用し、中国における ST の研究動向を整理した。中国
では、ST に関連する研究は 2014 年の「智慧旅游年」の開催をきっかけに急増していること
が確認できた。中国人研究者は英語圏の研究者と多くの面で研究関⼼を共有している一方、
ST 推進における関連主体の役割分担とガバナンスに注目が集まる傾向にあると指摘できる。



















ート・ツーリズムを域内の都市に促す目的で、「European Capitals of Smart Tourism」のコンペテ
ィションを行うことが決定された。「Accessibility」、「Sustainability」、「Digitalization」と「Cultural 
Heritage and Creativity」の 4 つの項目に分かれて評価し、総合評価の最も高かった都市を２つ選





いて観光者にリアルタイムの情報を提供している(Koo et al. 2013)。 
2) 「スマートツーリズ」は、中国語で一般的に「智慧旅游」と訳される。2014 年の観光テーマ
は中国語では、「美麗中国―2014 智慧旅游年」になっていたが、英語では「Beautiful China,2014-
Year of Smart Travel」が使われていた。また、プロモーションのスローガンは「Beautiful China, 






する（例えば(Zhu, Zhang, and Li 2014)）が、ここでは中国国内の ST 関連研究の動向を示すこと
が目的のため、図 2 を作成する際英語論文を入れないことにした。 
5）2004 年にマーケティング研究者であるロバート・F・ラッシュとステファン・L・ハーゴに
よって提唱された理論である。モノやサービスの生産を企業と顧客とのコミュニケーションの
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